給料日にて
「やっと今月の給料日、でも、俺の手取り14万・・・はぁ～給料上がんねぇ～かな～」
ほかの会社の友人との飲み会にて
「おお、さとし！久しぶり！全然元気ねぇーじゃん何くらい顔してんだよー」
「いや、俺の給料低くてさ、今月かなりピンチなんだよね・・・(まぁ、いつものことだけど)」
「そうなんだ。そりゃ大変だな」
「同情するなら金くれよー」
「てか、ひろゆきはなんでいつもそんなに余裕のある表情なんだよ」
「会社は違えど、給料はあんまり変わらねぇだろ」
「いやさ、最近、巷で話題の「副業」ってやつを始めてみたんだよ」
「副業？俺もちょっとかじったことあるけど、スキルも才能もないから全然稼げなかったよ」
「おまけにここ最近は残業続きで副業する暇なんてねえよｗ」
「でもまぁ、年金2000万円問題とか人生100年時代とか将来のこと考えると収入の柱は複数あったほうがいいとは思うんだよね」
「で、どんな副業やってるんだい？」
「質問チケットっていうんだけど、聞いたことある？」
「質問チケット？何それ、何かのチケット？」
「う～ん、ちょっと違うんだけど、「自分に質問できる権利」っていうチケットを販売することができるんだよね。」
「自分に質問できる権利？なにそれ」
「要は「俺(ひろゆき)に100円で質問できますよ～」っていう権利を販売できるんだよ。
「そんで？」
「うん。誰かが俺に質問して、その質問に回答したら85円貰えるんだよ」
「え？質問に答えるだけでお金が貰えるの？」
「そうそう、凄いだろ」
「それは無料で使えんの？」
「全部無料だよ、利用するのに一切お金はかからない」
「へぇ、世の中にはそんな副業があるんだね～」
「で。ひろゆきはその質問チケットやらでどれくらい稼いでいるの？」
「月に1万くらいかな」
「おお、すげーじゃん。てことは結構質問されるん？」
「まぁ、月に20回くらいかな。500円で販売してるから。
「(へぇ～俺も始めてみようかな・・・・)

自宅にて
「はぁ～風呂上がりのビールは最高だぜ！」
「そう言えば、さっきひろゆきが言ってた質問チケットってやら気になるな・・・」
「えっと、「質問チケット」で検索と。カチッ」
「ふむふむ。これが質問チケットかぁ～」
「おお、色々と出品されてるな～」
「物は試し。俺も出品してみよう」
「えっと会員登録、カチカチ」
「出品者登録、カチカチ」
「チケット名？・・・う～ん何にしようかな」
「まぁベターなので行くか。「さとしの質問箱」」
「都内の広告代理店で働く23歳です。手取り14万ぐらいです。そんな僕に質問してみませんか？」と」
「よし、これで出品完了！」
「あとは質問されるのを待つだけだぜ。」
翌朝、満員電車にて
「早速、質問されてるか見てみるか」
「メールを開く、件名：さとしさんに質問が来ました！」
「おお、質問されてんじゃん。」
「どれどれどんな質問かな？」
「え～っと、好きな食べ物は何ですか？」
「え！こんな簡単な質問なのかよ。楽勝だぜ！」
「質問ありがとうございます。好きな食べ物はカレーライスです。」
「よし、「回答送信」と。」
「おお、85円稼げた。」
「うまい棒8本くらい買えるぜ！ラッキー」
3か月後、飲み会にて
「おお、ひさしぶり、さとし！なんか顔色いいじゃん。」
「いや～おまえに教えてもらった質問チケット。かなりいいよ」
「お、さとしもやってんのか！どれくらい稼げてるんだ？」
「10万！」
「おお、すげえじゃん。」
「どうやってそんなに稼いだ？」
「いや、1か月前くらいからブログを書き始めて、その読者さんが結構質問してくれるんだよねー」
「なるほど、自分のファンを増やしたってわけだな(くそ・・俺もブログ始めてみるか！)
